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第33回運営推進会議

● るぴなすご利用者現況報告

● 活動報告

● 消防避難訓練

● その他質疑応答・要望等



登録利用者数
平成30年4月～平成30年6月
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平成30年5月 曜日別利用者数
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新潟医療福祉カレッジ1年生
地域の介護事業所へ出向き
ボランティア活動
2日目 コミュニケーション



新潟医療福祉カレッジ1年生
地域の介護事業所へ出向き
ボランティア活動
2日目 コミュニケーション

参加型 劇 「大きなかぶ」

かぶを抜く手伝いは、赤ずき
んちゃん、浦島太郎、金太郎、
そして桃太郎



駐車スぺース

火元

畑

避難

道路

駐車場

避難

【避難訓練】

6月14日（木）
14：00～

火元：事務室

・避難誘導

・水消火器による
消火訓練



看護小規模多機能型居宅介護事業所ケアステーションるぴなす

第３３回運営推進会議

開催日時：平成30年5月22日(火) 18：00～
出席者：自治会長・目黒様，民生委員・大嶋様 地域包括支援センター姥ケ山・小石様，斎藤様

通所介護ご家族・看護小規模多機能ご家族
法人代表・斎藤先生，法人総務・物江，看護小規模管理者・小林
通所介護管理者・遠藤，相談員・大滝

１、看護小規模多機能ご利用者現況報告
・登録利用者数
・曜日別利用者数
泊まり利用は9人まで。
自宅で訪問を利用し頑張っていたご利用者様が、具合が悪くなり泊まり利用となっている。
他利用者様に泊まる日を変えてもらう等、ご協力いただきながら調整している。



活動報告
○行事，日頃の様子をパワーポイントで写真を見て頂きながら報告する。
・お花見・・・いくつかのグループに分かれて行った。天候が変わりやすく気温の差があり、

開花状況を見ながら行き、大変だったが色々な所へ行くことができた。
・中条たまご・・・いくつかのグループに分かれて、デザートを食べに出掛けた。皆さん

それぞれ好きなデザートを召し上がり、おみやげを購入する方もいた。
・マッサージ機・・・足のマッサージ機で足の浮腫みがとれた方がいたので、るぴなすにも

購入し現在やってみている。痛がる方、気持ち良いと言われる方がいる。
・学生ボランティア・・・１日目はコミュニケーション、２日目は学生たちで考えたレクリ

エーション。参加型劇大きなかぶ。桃太郎が利用者様にきび団子を
もらって力が出てかぶが抜けた。

・お誕生会・・・４月生まれの方が多く、６名。

○避難訓練
6/14(木)14:00～。今回初めて、火元を事務室に設定し、玄関以外から避難する。
避難訓練後、水消火器を使用し、消火訓練
自治会の方にもご協力いただく。

・消防法で４月より、火災ベルが鳴ると消防署に通報が行く連動が義務化となった。



その他ご意見等
目黒様：地域の防災訓練は10/14、高志中等教育学校への避難。いつも出ない人に出て欲しい。

村上市で、無線のやり方がわからない事があった。ベルを鳴らすのも訓練。
小石様：一人暮らしで何とかやってきたが入院や病気で状態が変わりサービスを利用する方が

多い。地域の方が心配して連絡されることもある。
斎藤先生：今、関わっている二例の紹介。一人目は娘様と二人暮らしで盲腸がんだが、自分で

何でもできるので要支援1。痛みが出てきても、介護度が上がらない。娘様は土日休
み。月～金曜はるぴなすデイサービスでボランティア的に見ている。夕方の時間が空
くのが心配。もっとヘルパーや見守りを入れたいが要支援1では足りない。

二人目は腎臓がんが再発し転移あり末期、透析をして入院中、本人は家に帰りたい。
自宅を中心とし、訪問サービスが入り、飲み込みの方は歯科医に入ってもらおうと考
えている。
がんは一気に痛みが出るので要介護認の定変更申請しても間に合わない例が多い。
がんでも認知症でも住み慣れた地域で暮らせるよう、ここが使命を持ってサービスが
間に合わないがなんとか対応しようとしている。
その人だけでなくその人の家、地域を見て行こうと全国で考えられており、実践し
ていきたい。



目黒様：救急車の事案が多い。何か情報がわかったら自治会長へ連絡ください。
5/26,27町内一斉清掃、27鳥屋野潟清掃もある。26日は機械刈り男性職員一名参加。

ご家族：母が認知症で利用しているが、家とるぴなすの様子がもっとわかって情報共有できる
と良いと思う。対処の仕方が難しいので教えてもらえると良い。手を貸さないと怒った
り大声や酷い言い方をするのでどうしたら良いかわからない。

るぴなす：利用時も同様で、どう対応したら良いか考えながらやっているが、怒ったり大声
でどうにもならない時は時間を置いたり人を替えたりして、気が変わるのを待つしか
ない。対応については情報共有していきたい。

ご家族：お世話になっています。
ご家族：利用し満足しています。遠慮せず、あった事を伝えてもらって良いと思います。書く

のが難しければ直接話してもらっても良いし、むすびあい手帳も使っています。

この場では何でも言って良いので、意見交換を今後ともよろしくお願いします。



ありがとうございました(*^_^*)


